
 

科目名 
科目コード 

研究Ⅲ 

405 
必修科目 

4年次 

１学期・2学期 
演習 2単位 

科目責任者 医学部看護学科 教授 犬塚 裕樹 

科目担当者 

医学部看護学科 西田 和子、中嶋 カツヱ、中島 洋子、益守 かづき、森本 紀巳子、原 頼子、 

綾部 光芳、田中 佳代、古村 美津代、舞弓 京子、加悦 美恵、佐藤 祐佳、 

椛 勇三郎、草場 知子、桐明 あゆみ、藤田 史恵、猪谷 生美、加藤 陽子、 

平原 直子、松清 由美子、河原田 康貴、松島 亜希子、宮本 いずみ、姜 旻廷、 

水落 裕美、西田 志穂 

教育目標 

到達目標 

教育目標 

1. 研究Ⅰ・Ⅱの学修を基盤にして、研究プロセスを実践し、科学的思考力や判断力、意志決定力を養うと

ともに、看護現象を分析し、研究的解決策を追及する能力を習得する。 

2. 研究に関わる倫理的な問題を、実践を通して理解し、看護専門職としての判断力を養う。 

3. 看護研究の成果を発表する能力を養う。 

到達目標 

1. 看護現象から研究テーマを焦点化することができる。 

2. テーマに沿った研究計画を立てることができる。 

3. 研究計画に基づき、倫理的に配慮しながらデータを収集することができる。 

4. 得られたデータを分析し、結果として論じることができる。 

5. 結果に基づき、既存の文献を活用して論理的に考察を論じることができる。 

6. 研究論文としてまとめ、発表することができる 

授業計画 

1.ガイダンス（学生全員）  【講義】 

2.研究テーマ・希望教員の提出締切り  

3.指導教員決定・研究Ⅲ要項配布（学生全員）  【講義】 

4.指導教員による指導   【演習】 

5.論文作成・発表・論文提出 

1）論文作成に関する説明（学生全員）  【講義】 

2）卒業論文発表会に関する説明（学生全員）  【講義】 

 論文題目の提出  

 抄録の印刷と提出  

3）卒業論文発表会  【演習】 

   パワーポイントを用い、口演発表 

4）論文提出  

テキスト 必要時、資料を配布する。各指導教員の紹介によるテキストを適宜、活用すること。 

参考書 

南 裕子：看護における研究,日本看護協会出版会, 2008 

山崎茂明他：看護研究のための文献検索ガイド 第 4版, 日本看護協会出版会, 2008 

横山美江編：よくわかる看護研究の進め方・まとめ方 第 2版 量的研究のエキスパートをめざして,  

医歯薬出版株式会社, 2011 

グレッグ美鈴他編：よくわかる質的研究の進め方・まとめ方 看護研究のエキスパートをめざして, 

医歯薬出版株式会社 ,2007 

評価方法 
研究のプロセスを通して、態度（姿勢、グループ討議への参加度、学内発表への取り組み：20％）、研究計 

画書（20％）や研究発表（20％）、最終の研究論文（40％）により総合的に評価する。 

授業に向けて

の準備学習 

1）研究Ⅰ・Ⅱの学修内容を復習しておいてください。 

2）指導教員と密に連絡をとって準備学習への指導・指示を受けてください。 



 

 


